
●講義の概要
　日本のIRカジノに関する法律とその意味を考えるにあたり、
背景や懸念事項、そしてそれらに対する実務的問題点を取り
上げる。双方向のやりとりを多くするため、各自がアサイン
メントを読み、まとめる必要があろう。

●講義の到達目標
　日本のIR制度を理解し、加えて海外との比較ができる知識
の修得をめざす。各自がIR制度の中からひとつのトピックを
選び、ペーパーにまとめ、発表できるようになる。

●講義計画
第 1 回：ガイダンス、IR推進法案
第 2 回：新産業としてのIR
第 3 回：IRにおける国、地方、民間オペレーターの役割
第 4 回：ギャンブルと法
第 5 回：カジノと税率
第 6 回：VIP与信に関する制度・実務的問題
第 7 回：顧客インセンティブと広報戦略
第 8 回：マネーロンダリング対策
第 9 回：リバーボート・カジノとインディアン・ゲーミング
第10回：免許と適格性
第11回：入場制限とブラック・リスト
第12回：社会的コストの問題を考える
第13回：IRと地域社会／市民との共生
第14回：コンプとジャンケット
第15回：仕上げの討論（発表）

●成績評価基準と方法
　講義への参加・理解度33％、質疑応答のレベルと内容33％、
ペーパーと発表のレベル34％と設定し、総合的に評価する。
　ペーパーと発表は、それまでに配布した資料を理解し、自
分なりに発展させているか、もしくは発展しようとしている
かが、重要な評価ポイントとなる。

●テキスト又は参考文献
　その都度開示する。

●受講上の留意点
　この分野で実際にリーダーになるのだという意欲を持ち続
けてほしい。
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●講義の概要
　IRのビジネスモデルとIRを経営する場合に必要となるマネ
ジメントスキルを様々な視点から学ぶ。魅力度・集客力の高
い「ホスピタリティーとしてのIR」はどのように構成され、
運営するべきか。また、健全なIR運営のために、マネーロン
ダリングやギャンブル依存症などのデメリットを最小化する
ためのスキームを説明する。

●講義の到達目標
　統合型リゾート（以下、IR）における実務を理論と実践の
両面から学習することで、実際にIRのマネジメントに関わる
人材やIRを管理・監視する自治体や政府機関関係者に必要な
実践的な知識を習得できる。

●講義計画
第 1 回：IRの歴史
第 2 回：IRのビジネスモデル
第 3 回：ホスピタリティーの基本
第 4 回：カジノ数学（1）確率論と大数の法則
第 5 回：カジノ数学（2）コンプとローリング、ディスカウン

ト
第 6 回：競争優位の戦略
第 7 回：カジノマーケティング（1）顧客のニーズ
第 8 回：カジノマーケティング（2）プロモーション戦略
第 9 回：クレジット戦略
第10回：キャッシュトランザクションとマネーロンダリング

対策
第11回：ギャンブル依存症（1）　学説と理論
第12回：ギャンブル依存症（2）　対策と実態
第13回：IRにおけるリスクマネジメント　事故、犯罪などに

対する手法
第14回：IRにおける最新テクノロジー
第15回：IRの未来

●成績評価基準と方法
　テストにより様々な形式の問題（記述式も含む）に回答す
ることで習得した知識の正確さと深さにより評価される。

●テキスト又は参考文献
テキスト－毎講義の配布資料
参考文献－日本カジノ戦略

●受講上の留意点
１）私語やスマホの使用は厳禁
２）講義で得た知識を基に実務で使用する際のケースを考え
ること
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